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一、はじめに
明
の
太
祖
朱
元
璋
が
一
代
で
果
た
し
た
統
一
の
壮
挙
は、
し
ば
し
ば
漢
の
高
祖
劉
邦
に
比
し
て
讃
え
ら
れ
る。
し
か
も
朱
元
璋
に
従
っ
て
功
績
の
あ
っ
た
将
軍
た
ち
の
多
く
は
朱
元
璋
と
同
じ
安
徽
の
出
身
で
あ
り、
と
く
に
朱
元
璋
の
故
郷
で
あ
る
鳳
陽
の
出
身
者
が
多
か
っ
た。
開
国
時
期
に
は、
こ
れ
ら
朱
元
璋
と
同
郷
の
功
臣
が
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る。
野
口
鉄
郎
は
こ
れ
を「
初
期
朱
元
璋
集
団
」
と
呼
び、
白
蓮
教
を
背
景
と
し
た
農
民
叛
乱
集
団
と
い
う
よ
り
も「
伝
統
的
な
土
豪・
地
主
層
に
社
会
的
基
盤
を
お
い
た
集
団
で
あ
っ
た
」
と
考
え
る
べ
きだと結論づけている
纊
。
そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
開
国
功
臣
を
遇
す
る
に
は、
公
侯
の
爵
位
を
も
っ
て
し、
領
地
を
与
え
て
子
孫
が
継
承
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い。
洪
武
三
年（
一
三
七
〇
）
に
は
開
国
功
臣
へ
の
封
爵
が
行
わ
れ、
そ
こ
に
は
李
善
長・
徐
達
ら
を
は
じ
め
と
し
た
数
十
人
の
名
が
挙
が
る。
彼
ら
の
多
く
は
将
来
に
渡
っ
て
罪
を
免
れ
る
鉄
券
を
賜
り、
世々代々に渡ってその地位を保つはずであった。
と
こ
ろ
が、
明
後
期
に
至
っ
て
振
り
返
れ
ば、
爵
位
を
保
っ
た
家
は
わ
ず
か
三
家
に
す
ぎ
ず、
除
封
さ
れ
た
も
の
は
四
十
に
上
る。
し
か
も
洪武末年までに爵位を除かれたものが特に多い。
朱
元
璋
は
猜
疑
心
が
強
く、
降
臣
を
信
頼
せ
ず、
古
参
の
功
臣
を
も
次
々
と
排
除
し
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。
福
本
雅
一
は
朱
元
璋
が
開
国
時
期
に
功
績
の
あ
っ
た
文
人
た
ち
を
い
か
に
始
末
し
て
い
っ
た
か
を
筆
を
尽
く
し
て
論
じ、
「
自
身
が
育
て
た
官
僚
た
ち
が、
彼
に
絶
対
的
な
忠
誠
心
を
も
っ
て、
国
家
の
経
営
に
参
加
す
る
ま
で
」
に
文人たちの粛清を終えたと述べる
褜
。
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武
臣
に
つ
い
て
も
状
況
は
こ
れ
に
重
な
っ
て
お
り、
洪
武
二
十
六
年
（
一
三
九
三
）
に
涼
国
公
藍
玉
が
処
刑
さ
れ、
関
連
し
て
多
く
の
武
臣
が
粛
清
さ
れ
た
こ
と
は、
皇
太
孫
朱
允
炆
が
ま
だ
若
い
な
か、
開
国
功
臣
が
大
き
な
兵
力
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
危
険
視
さ
れ
た
こ
と
と
関
わ
りがないとはいえまい。
し
か
し
こ
う
し
た
初
代
皇
帝
の
性
格
と
行
動
は、
そ
う
簡
単
に
文
献
と
し
て
残
せ
る
も
の
で
は
な
い。
史
書
筆
記
は
も
ち
ろ
ん、
あ
く
ま
で
開
国
の
盛
事
を
讃
え
る
べ
き
通
俗
文
藝
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
り、
太
祖
朱
元
璋
の
統
一
を
書
く
歴
史
小
説『
皇
明
英
烈
伝
』
に
見
え
る
の
は、
時
に
臣
下
の
死
に
涙
を
流
し、
功
績
に
は
十
分
な
褒
章
を
賜
る
英
明な君主としての姿にすぎ 。『
皇
明
英
烈
伝
』
は、
嘉
靖
末
年
か
ら
万
暦
初
年
に、
文
中
で「
原
本
英
烈
伝
」・「
旧
本
英
烈
伝
」
と
呼
ば
れ
る
先
行
の
作
品
を
基
礎
と
し
て、
当
時
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
明
朝
の
編
年
体
史
書
で
あ
る『
皇
明
通
紀
』
の記述と記年を参照しつつ制作された。
嘉
靖
年
間
は
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に、
開
国
功
臣
の
顕
彰
が
盛
ん
に
行
わ
れ、
そ
の
影
響
が
様
々
な
形
で
現
れ
た
時
期
で
あ
り、
『
皇
明
英
烈
伝
』
が
そ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
以
上、
何
ら
か
の
形
で
功
臣
の
顕
彰
の余波を受けていることが予測される。
本
論
は『
皇
明
英
烈
伝
』
に
見
え
る「
太
祖
十
二
英
」
と
い
う
呼
称
と
そ
の
成
員
か
ら、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
開
国
功
臣
に
対
す
る
扱
い
に
つ
い
て
検
討
し、
そ
れ
を
明
代
後
期
に
お
け
る、
開
国
功
臣
に
対
す
る
祭
祀
礼
制
と
歴
史
著
述
の
趨
勢
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
である。
二、
「太祖十二英」の呼称と成員
『
皇
明
英
烈
伝
』
に
は
数
種
の
版
本
が
あ
り、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
古
い
形
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
い
わ
ゆ
る
三
台
館
本
で
あ
る。
そ
の
冒
頭
に
は「
新
刻
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
首
録
」
が
載
せ
ら
れ、
朱
元
璋
と
開
国
功
臣
の
姓
名
と
略
歴
を
列
挙
し
た
上
で、
そ
の
後
に「
以
上
功
臣
十
二
人、
太
祖
名
づ
け
て
十
二
英
と
為
し、
漢
の
三
傑
に
比
す
」
と
述
べ
る。
そ
こ
に
見
え
る
の
は
徐
達・
常
遇
春・
李
善
長・
劉
基・
李
文
忠・
鄧
愈
・
湯
和・
沐
英・
馮
勝・
郭
英・
傅
友
德・
廖
永
忠
の
十
二
人
で
あ
り、
李
善
長・
劉
基
が
文
臣
で
あ
る
ほ
か
はすべて武臣である。
こ
の「
太
祖
十
二
英
」
に
つ
い
て
の
記
述
は、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
本
文
中
に
も
見
え、
最
終
回
で
あ
る
第
六
十
則「
沐
英
三
戦
克
雲
南
　
太
祖一統平天下」には以下のようにある
鍈
。
自
興
師
以
來、
剋
陳
友
諒、
擒
張
士
誠、
平
定
中
原
之
功、
皆
是
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徐
達、
常
遇
春
二
將。
破
方
谷
珍、
剋
陳
友
定
之
功、
皆
是
湯
和、
廖
永
忠。
凡
鎮
各
邊
隅
善
守
之
將、
莫
如
鄧
愈。
平
西
蜀
之
功、
莫
如
傅
友
德。
追
虜
之
功、
莫
如
馮
勝、
李
文
忠。
剋
雲
南
之
功、
莫
如
沐
英。
轉
運
糧
草、
軍
民
不
乏、
明
仁
政、
典
禮
樂
者、
莫
如
李
善
長。
知
天
文
達
地
理、
識
成
敗、
辨
興
亡、
定
大
事
者、
莫
如
劉
基。
殺
伐
鏖
戰、
敢
勇
爭
先
攻
城
破
壘、
斬
將
奪
旂
者
莫
如
郭
英。
漢
之【
高
祖
】
有
三
傑
而
定
天
下、
朕
有
十
二
人
乃
十
二
英
也，
豈
在
三
傑
蕭
何、
韓
信、
張
良
也
之
下
哉。
（
小
文
字
は
原文ママ
）
若
干
の
順
序
の
違
い
は
あ
る
も
の
の、
成
員
は「
首
録
」
と
本
文
で
同一である。
明
代
に
出
版
さ
れ
た
史
書
の
う
ち、
『
皇
明
通
紀
』
は
も
っ
と
も
多
く
の
異
本
を
生
ん
だ
も
の
の
一
つ
で
あ
り、
そ
の
中
に
万
暦
年
間
刊
行
の
『
新
鍥
李
卓
吾
先
生
增
補
批
点
皇
明
正
続
合
併
通
紀
統
宗
』（
以
下、
『
正
続皇明通紀』
とする
）
がある。これは本来の
『皇明通紀』
を
「正
文
」
と
し、
記
述
の
間
に「
続
文
」
が
挟
み
こ
ま
れ
る
形
式
を
取
っ
て
い
る。
特
に
洪
武
年
間
の「
続
文
」
に
は『
皇
明
英
烈
伝
』
の
文
章
が
用
い
ら
れ
て
い
る。
そ
し
て『
正
続
皇
明
通
紀
』
の
冒
頭
に
は、
『
皇
明
英烈伝』と同様の「太祖十二英」の記載が見える。
『
正
続
皇
明
通
紀
』
の「
続
文
」
が『
皇
明
英
烈
伝
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
以
上、
冒
頭
部
分
の「
太
祖
十
二
英
」
部
分
も
基
本
的
に
は『
皇
明
英
烈
伝
』
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が、
二
者
が
共
通
の
資
料
に
拠
っ
た
可
能
性
も
直
ち
に
は
否
定
で
き
ない。これについては、
後に「太祖十二英」の成員が何に拠っ
て
選
定
さ
れ
た
も
の
か
を
検
討
し
な
が
ら
結
論
を
出
す
こ
と
と
し
て、
『
皇
明
英
烈
伝
』
と『
正
続
皇
明
通
紀
』
が
と
も
に「
太
祖
十
二
英
」
を
載
せ
て
い
る
こ
と
が
与
え
た
影
響、
と
く
に
日
本
へ
の
影
響
を
先
に
検
討しておきたい。
日
本
で
は、
和
刻
本『
皇
明
通
紀
』
が
元
禄
九
年（
一
六
九
六
）
に
出
版
さ
れ
た
が、
こ
の
と
き
底
本
と
さ
れ
た
の
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
形
式
の
版
本
で
は
な
く、
冒
頭
に「
太
祖
十
二
英
」
の
記
載
を
持
ち、
本
文
に「
続
文
」
が
見
え
る『
正
続
皇
明
通
紀
』
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て、
和
刻
本『
皇
明
通
紀
』
の
冒
頭
に
は「
太
祖
十
二
英
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る。
ま
た、
和
刻
本『
皇
明
通
紀
』
の
出
版
の
九
年
後、
宝
暦
二
年（
一
七
〇
五
）
に『
皇
明
英
烈
伝
』
が
翻
訳
さ
れ
出
版
さ
れ
た
さ
い、
出
版
元
は『
皇
明
通
紀
』
和
刻
本
を
出
版
し
た
の
と
同
じ
京
都
の
書
誌
林
九
兵
衛
で
あ
っ
た。
そ
の『
通
俗
皇
明
英
烈
伝
』（
別
名『
通
俗
元
明
軍
談
』）
に
は
三
台
館
本
と
同
様
に
首
録
が
収
め
ら
れ、
「
太
祖
十
二
英」の記述がある
銈
。
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す
で
に
清
朝
が
安
定
し
て
い
た
こ
の
時
期
に、
中
国
で『
皇
明
通
紀
』
の
一
異
本
に
す
ぎ
な
い『
正
続
皇
明
通
紀
』
や、
す
で
に
同
題
材
の
歴
史
小
説
の
別
作
品『
雲
合
奇
蹤
』
も
出
版
さ
れ
て
い
る『
皇
明
英
烈
伝
』
が
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
が、
和
刻
本『
皇
明
通
紀
』
と『
通
俗
皇
明
英
烈
伝
』
は
日
本
で
は
明
朝
初
期
の
歴
史
を
知
る
ための書物として、需要に応えるものであったと推測される。「
太
祖
十
二
英
」
と
い
う
呼
称
も、
日
本
の
読
者
の
間
で
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う。
本
居
宣
長
は
彼
の
読
書
札
記『
群
書
摘
抄
』
（
宝
暦
六
年（
一
七
〇
九
））
に
お
い
て、
『
元
明
軍
談
』
の
一
項
を
設
け
て
「太祖十二英」の下りを抜き書きしている
蓜
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
限
り
で
は、
『
皇
明
英
烈
伝
』
と『
正
続
皇
明
通
紀
』
が
制
作
さ
れ
た
嘉
靖
末
か
ら
万
暦
年
間
に
は、
「
太
祖
十
二
英
」
の
呼
称
と
成
員
は
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る。
し
か
し
問
題
な
の
は、
こ
の
二
書
以
外
に、
「
太
祖
十
二
英
」
の
呼
称
を
載せるものは見当たらないことである。
以
前
筆
者
は、
個
別
の
明
朝
開
国
功
臣
の
物
語
が
ど
の
よ
う
に
流
伝
し
た
か
を
論
じ、
そ
の
中
で
開
国
功
臣
を
書
く
文
藝
と
し
て、
洪
武
年
間
の
最
初
期
資
料
が
あ
り、
成
化
年
間
の
名
臣
言
行
録、
正
徳
年
間
の
開
国
功
臣
伝
記
の
登
場
と
い
う
流
れ
の
中
か
ら、
嘉
靖
か
ら
万
暦
年
間
に
各
種
の
史
書・
文
言
小
説・
白
話
小
説・
戯
曲
と
い
っ
た
各
ジ
ャ
ン
ル
に
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
モ
デ
ル
を
示
し
た
が、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
各
種
の
資
料
を
見
わ
た
し
て
も、
「
太
祖
十
二
英
」
の
呼
称
は
見
当
た
らない
俉
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か、
万
暦
年
間
に
制
作
さ
れ
た
同
題
材
の
小
説
で
あ
り、
『
皇
明
英
烈
伝
』
を
基
礎
と
し
て
改
作
さ
れ
た『
雲
合
奇
蹤
』
に
も「
太
祖
十
二
英
」
は
見
え
な
い。
第
七
十
八
則
に『
皇
明
英
烈
伝
』
と
同
様
に開国の功臣たちに爵位を与える場面はあるが、
「太祖十二英」
と
い
う
呼
称
は
つ
い
に
登
場
せ
ず、
開
国
功
臣
を
漢
の
三
傑
に
比
す
る
部分もない。
ま
た、
明
朝
開
国
の
物
語
を
書
く
通
俗
文
学
作
品
に
は
も
う
一
つ、
天
一
閣
博
物
館
所
蔵
の
明
抄
本
と
さ
れ
る『
国
朝
英
烈
伝
』
が
あ
る炻
。
『
国
朝
英
烈
伝
』
は『
皇
明
英
烈
伝
』
と
は
物
語
の
大
き
な
構
成
を
共
有
し
て
い
る
が、
最
終
回
で
あ
る
第
六
十
則「
沐
英
三
戦
克
雲
南
　
太
祖
一
統
平
天
下
」
に
は、
臣
下
を
集
め
て
朱
元
璋
が
そ
の
功
績
を
論
ず
る
部分が無く、そのため「太祖十二英」の文字も無 。
さ
ら
に、
清
代
中
期
以
降
に
は、
「
明
英
烈
」
の
長
編
語
り
物
が
登
場
するが、
そこにも「太祖十二英」は見えず、
そのかわりに「乱
石
山
七
雄
」
の
呼
称
が
あ
る。
こ
れ
は
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
だ
七
人
の
登
場
人
物
で
あ
り、
長
兄
か
ら
順
に
武
殿
章（
伍
典
章
）・
胡
大
海・
鄧
愈・
朱
元
璋・
湯
和・
常
遇
春・
郭
英
で
あ
る。
武
殿
章
は
実
在
の
中国文学研究
　
第三十九期
108
人
物
で
は
な
く、
「
三
請
徐
達
」
と
呼
ば
れ
る
軍
師
と
し
て
徐
達
を
招
く
一
段
の
前
で
あ
る
た
め、
徐
達
は
こ
の
七
人
に
入
ら
な
い。
こ
れ
は
人
数も成員も「太祖十二英」とは無関係といえる。『
国
朝
英
烈
伝
』
と『
雲
合
奇
蹤
』
に
つ
い
て
は、
『
皇
明
英
烈
伝
』
と
と
も
に
後
で
再
び
論
ず
る
と
し
て、
こ
こ
で
は、
「
太
祖
十
二
英
」
の
呼
称
が『
皇
明
英
烈
伝
』
の
首
録
と
本
文
に
見
え
て
お
り
成
員
が
一
致
し
て
い
る
こ
と、
他
の
資
料
に
は『
正
続
皇
明
通
紀
』
に
し
か
見
え
な
いこと、を確認しておく。
こ
こ
か
ら、
ひ
と
ま
ず「
太
祖
十
二
英
」
の
呼
称
は『
皇
明
英
烈
伝
』
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か、
あ
る
い
は
何
か
先
行
の
資
料
が
あ
る
と
し
て
も、
『
皇
明
英
烈
伝
』
が
明
確
に
意
図
を
持
っ
て
用
い
た
も
の
と
考
え
ること できる。
三、
「太祖十二英」の発想
『皇明英烈伝』
の本文に拠れば
「太祖十二英」
という呼称は、
直
接
に
は
漢
の
高
祖
劉
邦
の「
三
傑
」
に
由
来
し
て
い
よ
う。
「
三
傑
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
張
良・
蕭
何・
韓
信
で
あ
る。
こ
の
明
朝
開
国
の
功
臣
を、
漢
の
三
傑
に
比
す
る
論
法
は『
皇
明
通
紀
』
の
中
に
も
見
え
る。
『
皇
明
通
紀
』
巻
五
洪
武
三
年
十
一
月
の
条
の
後
に
は
著
者
陳
建
の史論として以下のようにあ
昱
。
建
按、
漢
高
祖
謂「
吾
能
用
三
傑、
所
以
有
天
下。
」
元
功
封
侯、
十
有
八
人
而
已。
我
明
聿
興、
李
韓
公
之
勛
烈、
無
異
蕭
何、
徐
魏
公
之
將
略、
逾
于
韓
信、
劉
誠
意
之
智
計、
埒
于
張
良。
乃
若
常
遇
春、
李
文
忠、
傅
友
德
諸
人、
皆
非
三
傑
之
儔
匹、
而
是
十
八
將
瞠
乎
其
後。
我
朝
開
國
元
功、
視
漢
高
尤
有
光
矣。
大
業
之成、豈偶然哉。
し
か
し
こ
の
史
論
は、
実
は
陳
建
独
自
の
も
の
と
は
い
え
な
い。
陳
建
は
ほ
ぼ
祝
允
明『
野
記
』
巻
一
に
見
え
る
論
を
写
し
て
い
る
の
で
あ
る。
按、
漢
高
祖
謂「
吾
能
用
三
傑、
所
以
有
天
下。
」
元
功
封
侯
者、
十
有
八
人
而
已。
我
明
聿
興、
公
侯
爵
賞、
數
倍
漢
朝、
李
韓
公
之
勛
烈
無
異
蕭
何、
徐
魏
公
之
將
略
踰
於
韓
信、
劉
誠
意
之
智
計
埒
於
張
良。
乃
若
常
遇
春、
李
文
忠、
傅
友
德
諸
人、
皆
無
非
三
傑
之
儔
匹、
而
視
十
八
將
瞠
乎
其
後。
我
朝
開
國
元
功、
視
漢高尤有光矣。大業之成、豈偶然哉。
他
に
も『
皇
明
通
紀
』
は『
野
記
』
の
記
述
に
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が、
こ
の
よ
う
に
根
拠
を
出
さ
ず
に
用
い
て
い
る
例
は
他
に
見
当
た
ら
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い。
嘉
靖
年
間
の
原
刊
本
の
時
点
で
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
た
め、
引
用
書
名
や
作
者
名
の
脱
落
と
考
え
る
の
は
難
し
い。
と
も
あ
れ、
明
朝
開
国
功
臣
を
漢
の
三
傑
に
比
し、
ま
た
侯
に
封
じ
ら
れ
た
功
臣
の
数
に
も
ふ
れ
て、
明
朝
開
国
の
快
挙
を
讃
え
る
と
い
う
最
も
基
本
的
な
発
想
は、
『
野
記
』
か
ら
始
ま
り、
『
皇
明
通
紀
』
に
写
さ
れ
る
こ
と
で、
『
皇
明
英
烈
伝
』
に
取
り
こ
ま
れ
た
と
見
る
こ
と
ができよう。
ま
た『
皇
明
英
烈
伝
』
の
序
の
末
尾
に
は、
「
旧
本
」
か
ら
の
改
作
に
触れている部分があることから、
先行の作品からの改訂を行っ
た『
皇
明
英
烈
伝
』
の
制
作
者
と
序
の
作
者
は
ひ
と
ま
ず
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る棈
。
こ
の
序
は、
三
傑
以
外
の
歴
代
功
臣
に
つ
い
て
も
触
れている。
若
漢
高
之
三
傑、
光
武
雲
台
之
列、
唐
太
宗
瀛
州
之
選、
亦
皆
一時際遇之良也。
「
光
武
雲
台
」
は、
鄧
禹・
呉
漢
ら
の「
雲
台
二
十
八
将
」
を
指
し、
「
瀛
州
之
選
」
は、
唐
の
太
宗
時
の
張
説・
徐
堅
ら「
十
八
学
士
」
を
指
す。
こ
れ
に
対
応
し
て、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
本
文
中
に
も、
「
雲
台
二
十
八
将
」
に
つ
い
て
触
れ
る
部
分
が
あ
る。
常
遇
春
は
敵
に
投
降
を
勧
め
て、
王
莽
か
ら
光
武
帝
に
降
っ
て
雲
台
二
十
八
将
に
挙
げ
ら
れ
た
岑
彭の故事を引き、以下のように言う。
遇
春
曰、
「
將
軍
既
降、
何
罪
之
有。
豈
不
聞
東
漢
岑
彭
先
佐
王
莽、
與
光
武
大
戰
數
十
合、
後
知
天
命
在
於
光
武、
遂
降
漢
為
輔
國
元
勛、
名
列
雲
台。
前
後
事
略
不
相
妨、
但
今
日
事
勢
在、
呂
將軍可留 張將軍乃東呉世子、我不敢留用、請還姑蘇。
」
 
第四十三則「張士誠夜走皂林
　
常遇春射戟收降」
ま
た
同
じ
く
著
名
な
功
臣
の
序
列
に
は
唐
の
開
国
功
臣
で
あ
る「
凌
煙
閣
二
十
四
功
臣
」
が
あ
り、
魏
徴・
尉
遅
敬
徳・
秦
叔
宝
ら
は
隋
唐
も
の
の
通
俗
文
藝
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。
『
皇
明
英
烈
伝
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り、
第
十
二
則「
義
兵
共
誅
陳
也
先
　
遇
春
復
戦
采
石
磯
」
の
詩
に
は「
流
芳
史
册
千
年
遠、
画
像
凌
煙
万
古
垂
」
と
ある。『
皇
明
英
烈
伝
』
は
序・
首
録
の
著
者
と
本
文
の
制
作
者
は
同
一
人
で
あ
り、
そ
こ
に
は
明
朝
開
国
功
臣
を
積
極
的
に
前
代
の
著
名
な
功
臣
た
ち
の
列
に
並
べ
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よう。
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四、開国時期における功臣の封爵と祭祀
「
太
祖
十
二
英
」
の
呼
称
そ
の
も
の
に
は
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
か
検
討
し
た
と
こ
ろ
で、
次
に
そ
の
成
員
が
ど
の
よ
う
な
基
準
に
拠
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
か
に
論
を
進
め
た
い
が、
そ
の
前
に
も
う
一
度、
開
国
時
期
に
は
功
臣
の
う
ち、
誰
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
確
認しておこう。
先
に
も
見
た
祝
允
明『
野
記
』
巻
一
に
は、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る。
こ
れ
は
お
よ
そ
正
德
年
間
に
は
作
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れる。
洪
武
三
年、
大
封
功
臣、
凡
三
十
四
人。
公
六
人、
曰、
李
善
長
韓
国、
徐
達
魏
国、
常
茂
鄭
国、
李
文
忠
曹
国、
馮
勝
宋
国、
鄧愈衛国。侯二十八人（
略
）。
さ
ら
に『
野
記
』
に
は
洪
武
十
七
年
に
定
め
ら
れ
た
功
臣
の
序
列
が
載
せ
ら
れ、
そ
れ
が
洪
武
三
年
よ
り
も
増
え、
五
十
七
人
ま
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る。
ど
ち
ら
に
せ
よ、
『
皇
明
英
烈
伝
』「
首
録
」
が「
元
功
十
二
人
」
の
後
に「
列
侯
五
十
二
人
」
を
並
べ
て
い
る
の
と
は
人
数
も
成
員
も
異
な
る
の
だ
が、
五
十
七
人
の
中
に
は「
元
功
十
二
人
」
す
な
わ
ち「
太
祖
十
二
英
」
は
全
て
含
ま
れ
て
お
り、
少
な
く
と
も
彼
ら
は
じ
っ
さ
い
に
封
爵
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い。
『
野
記
』
は
こ
の
記
述
の
根
拠
を
示
さ
な
い
が、
実
録
の
類
が
史
家
の
ふ
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た
時
期
に
は、
こ
の
よ
う
な
出
所
不
明
の
記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る。
ま
た
同
時
期
の
梅
純『
損
齋
備
忘
録
』
な
ど
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
て
お
り、
「
太
祖
十
二
英
」
よ
り
も
広
く
共
有されていた知識であっただろう。『皇明英烈伝』首録と本文にはまた「肖像功臣祠、
配享太廟」
と
い
う
文
が
見
え
る。
開
国
功
臣
に
対
す
る、
功
臣
祠
と
朱
元
璋
の
父
祖
を
祀
っ
た
太
廟
に
お
け
る
祭
祀
も、
封
爵
と
同
様、
明
朝
開
国
功
臣
の
序
列
の
重
要
な
基
準
で
あ
る
と
い
え
る。
し
か
も、
封
爵
と
祭
祀
に
は時間差があり、成員も異なる。『
太
祖
実
録
』
の
洪
武
二
年
正
月
乙
巳
の
条
に
は、
功
臣
廟
を
京
師
の
鶏鳴山に立てた記録がある。
論
次
諸
臣
之
功、
以
徐
達
為
首、
次
常
遇
春、
又
次
李
文
忠・
鄧
愈・
湯
和・
沐
英・
胡
大
海・
馮
國
用・
趙
德
勝・
耿
再
成・
華
高・
丁
德
興・
兪
通
海・
張
德
勝・
呉
良・
呉
禎・
曹
良
臣・
康茂才・呉復・茅成・孫興祖、凡二十有一人。
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し
か
し、
『
太
祖
実
録
』
が
挙
げ
る
諸
臣
は、
信
頼
度
が
低
い。
明
の
王
世
貞
は『
弇
山
堂
别
集
』
巻
二
十
一「
史
乗
考
誤
二
」
に
お
い
て
明
快
に
誤
り
と
断
じ
て
い
る。
ま
た
清
の
銭
謙
益
は『
初
学
集
』
巻
二
十
二「
雑
文
二
　
鶏
鳴
山
功
臣
廟
考
上、
下
」
は
そ
れ
を
受
け
て
さ
ら
に
詳しく考証する
鋹
。
太
倉
王
世
貞
獨
考
其
誤、
以
謂
國
初
之
封
六
王、
韓、
魏、
鄭、
曹、
宋、
衛
也。
立
廟
之
時、
韓、
宋
猶
未
受
封、
何
以
前
知
其
不
令
終
而
絀
之。
黔
寧
是
時
官
不
過
指
揮、
何
以
知
其
必
樹
大
勛
而驟登之。此記事者之誤也。
根
拠
は
主
に、
国
初
の「
六
王
」
に
数
え
ら
れ
る
韓
国
公
李
善
長
と
宋
国
公
馮
勝
が
二
十
一
人
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と、
ま
た
逆
に
洪
武
二
年
の
当
時
に
は
ま
だ
指
揮
に
す
ぎ
な
か
っ
た
黔
寧
王
沐
英
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り、
こ
れ
は
と
も
に
洪
武
末
年
以
降
の
状
況
を
反
映
し
て
いるのだろうと指摘している。
韓
国
公
李
善
長
は
洪
武
二
十
三
年（
一
三
九
〇
）
に
胡
惟
庸
の
変
に
関
わ
る
と
し
て
死
を
賜
り、
宋
国
公
馮
勝
は
洪
武
二
十
八
年（
一
三
九
五
）
に
密
か
に
武
器
を
蓄
え
て
い
た
罪
に
よ
っ
て
同
じ
く
死
を
賜
っ
た。
そ
の
直
後
で
あ
れ
ば、
二
人
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
な
い
の
も
う
な
ず
け
る。
ま
た、
黔
寧
王
沐
英
の
主
な
功
績
は
四
川・
雲
南
の
平
定
に
あ
り、
没
後
に
黔
寧
王
の
位
を
お
く
ら
れ
る
前
に
西
平
侯
の
爵
位
を
受
け
た
の
も洪武十年（
一三七七
）である。
以
上
は
鶏
鳴
山
の
功
臣
廟
に
つ
い
て
で
あ
る
が、
太
廟
に
従
祀
さ
れ
た
功
臣
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
が
あ
る。
『
太
祖
実
録
』
に
は
洪
武
九
年（
一
三
七
六
）
に
十
二
人
の
功
臣
を
太
廟
に
従
祀
し
た
と
あ
る。
『
大
明
会
典
』
で
は
洪
武
二
十
六
年（
一
三
九
三
）
と『
太
祖
実
録
』
よ
り
は
遅
い
時
期
と
す
る
も
の
の、
そ
の
成
員
は
と
も
に
中
山
王
徐
達・
開
平
王
常
遇
春・
岐
陽
王
李
文
忠・
寧
河
王
鄧
愈・
東
甌
王
湯
和・
黔
寧
王
沐
英・
虢
国
公
兪
通
海・
蔡
国
公
張
德
勝・
越
国
公
胡
大
海・
梁
国
公
趙
德
勝・
泗
国
公
耿
再
成・
永
義
侯
桑
世
傑
の
十
二
人
で
あ
る。
「
太
祖
十
二
英
」
と
は
人
数
こ
そ
同
じ
で
あ
る
も
の
の、
成
員
は
大
き
く
異
な
る。
こ
の
十
二
人
の
う
ち、
洪
武
九
年
に
は
常
遇
春・
兪
通
海・
張
德
勝・
胡
大
海・
趙
德
勝・
耿
再
成・
桑
世
傑
が
す
で
に
没
し
て
お
り、
常
遇
春
以
外
の
六
人
は
い
ず
れ
も
洪
武
年
間
以
前
に
戦
死
し
た
功
臣
で
ある。
王
世
貞
の
指
摘
に
拠
っ
て
こ
れ
を
考
え
る
に、
洪
武
九
年
の
時
点
で
は、湯和と沐英はまだじゅうぶん高い地位にいない。李善長
・
馮
勝
が
こ
れ
ら
功
臣
の
列
に
入
ら
な
い
の
も、
や
は
り
不
自
然
で
あ
る。
太
廟
へ
の
従
祀
功
臣
が
決
定
さ
れ
た
の
も、
や
は
り
洪
武
末
年
に
あ
た
中国文学研究
　
第三十九期
112
り、
馮
勝
の
没
年
で
あ
る
洪
武
二
十
八
年
以
降
の
こ
と
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う。
こ
の
時
点
で
は
十
二
人
は
全
て
死
去
し
て
お
り、
六
人
を
明
朝
開
基
の
後
に
没
し
た
功
臣、
六
人
を
そ
れ
以
前
に
没
し
た
功
臣
と
割
り
振
る
明
確
な
基
準
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る。
し
か
し
こ
れ
ら
は、
史
家
が
利
用
で
き
る
実
録
の
抄
本
が
出
回
り、
ま
た
考
証
の
た
め
の
資
料
も
急
増
す
る
万
暦
年
間
以
降
に
共
有
さ
れ
た
知
識
で
あ
る
と
考えられる。
五、嘉靖時期における開国功臣の顕彰
嘉
靖
年
間
は、
い
わ
ゆ
る「
大
礼
の
儀
」
か
ら
始
ま
り、
明
朝
に
お
け
る
国
家
全
体
の
礼
制
と
祭
祀
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
る。
小
島
毅
は
国
家
的
な
祭
礼
の
改
変・
復
活
に
つ
い
て「
そ
の
時
期
は
嘉
靖
八
年
か
ら
十
年
に
集
中
し
て
お
り、
し
か
も
相
互
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る曻
。
こ
の
時
期
に
は、
開
国
功
臣
に関する祭祀についても大きな変化があった。
嘉
靖
年
間
に
は、
開
国
当
初
に
封
爵
を
受
け
た
公
侯
の
う
ち、
爵
位
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
家
は
す
で
に
ご
く
少
数
で
あ
っ
た。
永
楽
帝
の
岳
父
で
あ
っ
た
徐
達
の
子
孫
と、
代
々
雲
南
を
守
備
し
続
け
た
沐
英
の
子
孫
の
他
は、
武
定
侯
郭
英
の
子
孫
の
み
が
そ
の
家
を
保
っ
て
いたのである。
嘉
靖
年
間
の
功
臣
の
祭
祀
に
関
す
る
変
化
は、
地
方
に
お
け
る
さ
さ
や
か
な
も
の
か
ら
始
ま
っ
た。
『
世
宗
実
録
』
嘉
靖
元
年（
一
五
二
二
）
四
月
辛
巳（
五
日
）
の
条
に、
雲
南
巡
撫
都
御
史
何
孟
春
が
雲
南
平
定
に
功
績
の
あ
っ
た
傅
友
德
に
加
え
て、
金
朝
興・
梅
思
祖
の
祠
を
建
て
る
こ
と
を
願
い
出
た
こ
と
が
記
さ
れ、
こ
れ
は
礼
部
の
検
討
を
経
て
認
可され「報功」の額を賜ったとある。
最
も
大
き
く
礼
制
が
変
化
し
て
い
た
嘉
靖
十
年（
一
五
三
一
）
に
は、
開
国
功
臣
の
子
孫
に
再
び
爵
位
を
与
え
る
建
議
が
行
わ
れ
る。
『
世
宗
実
録』嘉靖十年閏六月の条には以下のように
詔
求
開
國
功
臣
劉
基
及
常
遇
春・
李
文
忠・
湯
和・
鄧
愈
後
襲
封。
先
是、
刑
部
主
事
李
瑜
言、
劉
基
翊
運
之
功、
宜
配
享、
襲
封與徐達並事。
こ
れ
に
つ
い
て
は、
雷
礼『
皇
明
大
政
紀
』
巻
二
十
二
嘉
靖
十
年
閏
六月の条がいま少し詳しく事情を述べる。
十
年
夏
閏
六
月、
刑
部
郎
中
李
諭
上
言、
陛
下
明
聖、
斥
去
姚
廣
孝、
萬
世
頌
仰、
第
臣
鄉
人
劉
基、
翊
運
有
功、
不
在
廣
孝
下、
宜
侑
食
高
廟、
世
其
封
爵、
與
徐
達
同。
（
略
）
基
宜
配
享
太
廟、
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其
九
世
孫
指
揮
瑜
可
嗣
伯
爵。
帝
從
之、
以
瑜
為
誠
意
伯、
歲
祿
七百石。
近
人
の
趙
克
生
は
永
楽
帝
の
謀
臣
で
あ
っ
た
姚
廣
孝
が
太
廟
か
ら
外
さ
れ
た
理
由
を、
当
時
の
道
教
へ
の
過
度
な
重
視
と
仏
教
へ
の
弾
圧
が
あ
っ
た
状
況
に
求
め
て
い
る彅
。
姚
広
孝
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
劉
基
が
入
れ
ら
れ
て
お
り、
そ
の
劉
基
に
は
仙
遊
の
伝
説
が
あ
り
道
教
と
の
関
連
が
深
い。
こ
の
よ
う
に、
嘉
靖
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て、
劉
基・
常
遇
春・
李
文
忠・
鄧
愈・
湯
和
の
子
孫
に
侯
爵
の
地
位
と
俸
給
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る。
そ
の
後、
嘉
靖
十
六
年（
一
五
三
七
）
に
は
劉基の太廟への従祀が実現している。
ま
た、
嘉
靖
十
五
年（
一
五
三
六
）
に
は
北
京
で
武
成
王
廟、
い
わ
ゆ
る
武
廟
が
再
建
さ
れ、
歴
代
名
臣
と
し
て
明
朝
の
開
国
功
臣
で
あ
る
徐
達・常遇春・湯和もそこに されることになった
丨
。
建
国
当
初
か
ら、
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
変
化
の
な
か
っ
た
制
度
が、
この時期になって一度に変化を見せるのである。
そ
う
し
た
中
で、
嘉
靖
十
八
年（
一
五
三
九
）
に、
郭
英
も
太
廟
に
従
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
る。
こ
れ
に
つ
い
て
は、
他
な
ら
ぬ
郭
英
の
子
孫
で
あ
る
武
定
侯
郭
勛
が
嘉
靖
帝
の
覚
え
め
で
た
く
重
用
さ
れ
た
こ
と
に
拠
る。
嘉
靖
十
六
年（
一
五
三
七
）
に
郭
勛
は
劉
基
を
引
き
合
い
に
出
し、
自
ら
の
祖
先
も
ま
た
太
廟
に
祀
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る。
ま
た
郭
勛
は
自
身
も
嘉
靖
十
八
年
に
翊
国
公
に
進
封
さ
れ
て
い
る。
し
か
し
郭
勛
は
尊
大
さ
を
と
が
め
ら
れ、
終
に
は
嘉
靖
二
十
年（
一
五
四
一
）
に
詔
獄
に
下
さ
れ
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る。
た
だ
し、
嘉
靖
帝
は
後
に
も
と
の
武
定
侯
の
位
を
勛
の
子
郭
守
干
が
継
ぐことを許している。
直
接
の
信
頼
す
べ
き
資
料
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は、
郭
勛
が
帝
に
郭
英
の
太
廟
へ
の
従
祀
を
自
ら
申
し
出
た
こ
と
に
加
え
て、
徐
達・
沐
英
に
比
す
べ
き
功
績
を
郭
英
が
建
て
た
と
し
て、
そ
の
三
家
を
並
べ
讃
え
た
史
書『
三
家
世
典
』
を
も
の
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
『
三
家
世
典
』
は
独
立
し
て
出
版
す
る
に
は
短
す
ぎ
る
が、
『
国
朝
典
故
』
な
どの叢書に収録されて郭勛の死後も広ま
った。
礼
制
か
ら
見
る
と
嘉
靖
年
間
の
変
化
が
目
立
っ
て
い
る
が、
こ
の
よ
う
な
開
国
功
臣
の
功
績
を
記
す
史
書
の
出
版
は、
そ
れ
に
先
立
つ
も
の
で
あ
っ
た。
成
化
年
間
に
は
明
朝
名
臣
言
行
録
の
出
版
が
行
わ
れ、
正
德
二
年（
一
五
〇
六
）
に
は
そ
れ
ま
で
で
最
も
完
備
さ
れ
た
開
国
功
臣
の
伝
記
で
あ
る
黄
金『
開
国
功
臣
録
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る。
試
み
に
そ
の収録順を見ると、以下 よう ある。
巻一
　
徐達・常遇春・李文忠・鄧愈・湯和・劉基・沐英
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補遺
　
李善長・馮勝
巻二
　
 胡
大
海・
馮
国
用・
耿
再
生・
趙
德
勝・
廖
永
安・
兪
通
海・丁德興・張德
ち
な
み
に
傅
友
德
と
廖
永
忠
は
巻
五、
郭
英
は
巻
十
二
に
載
せ
ら
れ
て
い
る。
こ
の
順
は
既
に
見
た
開
国
功
臣
に
関
わ
る
序
列
で
い
え
ば、
太
廟
に
従
祀
さ
れ
た
十
二
人
と
重
な
る
部
分
が
多
く、
着
目
す
べ
き
は
「
太
祖
十
二
英
」
の
成
員
の
う
ち
洪
武
年
間
に
罪
せ
ら
れ
て
没
し、
子
孫
が位を受け継ぐことのなかった李善長
・
馮勝
・
鄧愈
・
傅友徳
・
廖
永
忠
ら
が、
こ
の
時
点
で
十
分
に
功
績
を
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ことである。『
皇
明
通
紀
』
は
洪
武
八
年
の
條
に「
功
臣
本
傳
」
を
引
い
て
廖
永
忠
を
讚
え（
文
は
實
際
に
は
劉
辰『
國
初
事
蹟
』
の
引
用
）、
洪
武
二
十
六
年
三
月
の
條
に
は
黄
金『
開
國
功
臣
録
』
を
引
い
て
傅
友
德
を
讚
え
て「
今
六
王
の
後、
咸
な
侯
封
を
復
す、
而
れ
ど
も
穎
公（
傅
友
德
）
の
爲
に
訟
ふ
る
者
無
き
は、
惜
し
い
哉
」
と
述
べ
る
が、
當
時
樣
々
な
形
で
功
臣の再評價が進んでいたのは確かである。
鄭
曉『
今
言
』
巻
一
第
九
十
二
條
に
い
う、
郭
勛
が『
三
国
志
』
俗
説
と『
水
滸
伝
』
に
倣
っ
て『
国
朝
英
烈
記
』
を
作
り、
祖
先
の
顕
彰
を
図
っ
た
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
記
事
は、
そ
の
前
に
功
臣
廟
に
祀
ら
れ
た
功
臣
に
つ
い
て
述
べ、
後
に
太
廟
へ
の
従
祀
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
り、
も
と
も
と
礼
制
の
変
化
に
関
す
る
文
章
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る。
著
者
の
鄭
暁
は
郭
勛
の
主
張
を
批
判
す
る
が、
批
判
の
根
拠
と
し
て
い
る
の
は
功
臣
廟
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
洪
武
九
年
の
時
点
で
評
価
が
定
ま
っ
た
者
ば
か
り
だ、
と
い
う
主
張
で
あ
る。
こ
れ
は
本
論
が
先
に
述
べ
た
通
り
確
か
な
も
の
と
は
言
え
ず、
ま
た
郭
勛
に
目
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も、
開
国
功
臣
の
顕
彰
を
は
か
る
ことは当時、多方面で行われていたことは確かである。
礼
制
の
改
革
は
嘉
靖
年
間
に
特
有
の
も
の
で
は
あ
る
が、
開
国
功
臣
の
再
評
価
自
体
は
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
気
運
と
し
て
高
ま
っ
て
お
り、
史
書
に
は
す
で
に
そ
れ
が
現
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う。
し
か
も
こ
れ
ら
の
状
況
が、
郭
勛
の
よ
う
に
積
極
的
に
開
国
功
臣
の
評
価
に
変
化
を
与
え
よ
う
と
す
る
動
き
の
中
で、
通
俗
文
学
に
ま
で
影
響
を
与
え
得
た
と
い
う
こ
と
が、
同
時
代
の
文
人
の
言
説
の
中
に
も
述
べ
ら
れているということになる。
六、小説における功臣の功績と評価
で
は、
『
皇
明
英
烈
伝
』
に
お
け
る「
太
祖
十
二
英
」
の
最
終
的
な
成
員はどのような基準で決まっているのだろうか。『
皇
明
英
烈
伝
』
第
五
十
四
則「
高
皇
帝
封
賜
功
臣
　
営
陽
侯
奉
命
入
歴史小説『皇明英烈伝』における「太祖十二英」
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蜀
」
に
は、
太
祖
が
功
臣
た
ち
に
爵
位
を
与
え
る
場
面
が
あ
る。
こ
れ
は
史
書
の
記
述
で
い
え
ば
洪
武
三
年
の
封
爵
に
あ
た
る。
功
臣
の
中
で、
ま
ず
徐
達・
李
善
長・
李
文
忠・
劉
基、
鄧
愈・
湯
和・
馮
勝・
沐
英
に
加
え
て、
す
で
に
没
し
て
い
る
常
遇
春
の
子
常
茂
に
爵
位
を
与
え
て
い
る。
そ
の
う
ち
劉
伯
温
が
誠
意
伯
に、
沐
英
が
西
平
侯
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
い
て、
他
の
七
人
は
そ
れ
ぞ
れ
国
公
の
地
位
に
な
っ
て
い
る。
そ
の
前
に
は
一
段
の
部
分
が
あ
り、
朱
元
璋
が
劉
基
を
安
国
公
に
封
じ
よ
う
と
す
る
と、
劉
基
は
張
良
を
引
き
合
い
に
出
し
て
固
辞
す
る。
そ
こ
で
改
め
て
太
祖
は
誠
意
伯
と
す
る
の
だ
が、
史
書
に
は
こ
の
事
は
見
え
ず、
ま
た
礼
制
に
関
わ
る
記
録
に
も
こ
の
よ
う
な
事
は
見
え
な
い。
し
か
し『
国
朝
英
烈
伝
』
巻
五
十
四「
太
祖
太
平
封
功
臣
　
楊
璟
奉
詔
諭
西
蜀
」
に
は
他
の
功
臣
の
間
に「
劉
基
安
国
公
」
と
あ
り、
こ
れ
が
『
皇
明
英
烈
伝
』
に
先
行
す
る
作
品
か
ら
受
け
継
い
だ
部
分
で
あ
る
と
判
断できる。
こ
こ
で
爵
位
を
受
け
て
い
る
の
は
全
員「
太
祖
十
二
英
」
の
成
員
で
あ
る。
史
書
に
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
爵
位
を
受
け
て
い
な
い
は
ず
の
劉
基・
沐
英
が
す
で
に
入
っ
て
い
る
が、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
読
者
に
は
お
そ
ら
く
こ
れ
が
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
な
い
は
ず
だ。
そ
れ
は
劉
基
は
作
中
で
は
軍
師
と
し
て
多
大
な
功
績
を
挙
げ
て
お
り、
沐
英
は
蘇
州
に
拠
し
て
朱
元
璋
と
覇
を
競
っ
た
張
士
誠
を
捕
え
る
と
い
う
大
功
を
挙
げ
ているためである
仡
。
そ
の
後、
改
め
て
侯
爵
と
さ
れ
た
五
十
二
人
が
挙
げ
ら
れ、
そ
の
中
に
は「
太
祖
十
二
英
」
の
残
り
の
郭
英・
傅
友
德・
廖
永
忠
の
名
前
も
見
え
る。
し
か
し『
皇
明
英
烈
伝
』
に
は
他
に
も
毎
則
の
題
名
で
あ
る
七
言
二
句
に
見
え
る
人
物
が
お
り、
侯
爵
に
は
そ
う
し
た
武
将
も
含
ま
れ
て
い
る。
呉
禎・
華
雲
龍・
朱
亮
祖・
趙
德
勝・
曹
良
臣・
康
茂
才
ら
は
十
二
英
に
準
ず
る
登
場
人
物
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う。
そ
し
て「
太
祖
十
二
英
」
に
入
る
か
ど
う
か
は、
正
し
く
こ
の
封
爵
の
後
の
小
説
の
展開にその根拠を求めることができる。『
皇
明
英
烈
伝
』
と『
国
朝
英
烈
伝
』
は
基
本
的
な
構
造
を
共
有
し
て
おり、したがっ
て二書はともにこの封爵の場面の後に、四川
・
雲
南
の
討
伐
場
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る。
こ
の
と
き
十
二
英
の
中
で、
常
遇
春
は
す
で
に
病
死
し、
劉
基
は
引
退
し
て
仙
遊
し、
李
善
長
は
丞
相
と
な
り、
徐
達・
鄧
愈・
馮
勝
は
四
川・
雲
南
の
平
定
に
参
戦していない。
四
川
討
伐
に
つ
い
て
は、
史
上
で
も、
ま
た『
皇
明
英
烈
伝
』
で
も
湯和が元帥となっている。『
皇
明
英
烈
伝
』
第
五
十
五
則「
康
茂
才
克
帰
州
府
　
湯
鼎
臣
攻
瞿
塘
関」に以下のようにある。
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太
祖
賜
湯
和
征
西
大
元
帥
金
印、
廖
永
忠
為
左
副
元
帥、
周
德
興
為
右
副
元
帥、
康
茂
才
為
先
鋒
將
軍、
命
傅
友
德
掛
金
印
為
前
軍
元
帥、
張
興
祖
為
左
副
元
帥、
朱
亮
祖
為
右
副
元
帥、
郭
英
為
先鋒前軍、顧時・汪興祖各率水陸之兵以從。
戦
役
の
結
果
と
し
て、
湯
和
ら
は
大
勝
を
お
さ
め
て
四
川
を
平
定
し、
『皇明英烈伝』
第五十八則
「廖永忠破瞿塘関
　
高皇帝題平蜀賦」
に
は「
太
祖
は
平
蜀
の
功
を
論
じ
て
傅
友
德
を
第
一
と
し、
廖
永
忠・
湯
和
が
こ
れ
に
次
ぐ
と
し
た
」
と
い
う
評
価
が
あ
る。
こ
れ
は
各
種
の
史
書
に
も
見
え
る
通
り
で
あ
る。
た
だ
し『
国
朝
英
烈
伝
』
と『
皇
明
英
烈
伝
』
を
比
べ
て
み
る
と、
敵
将
を
倒
す
功
績
を
挙
げ
た
武
将
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る。
第
五
十
六
則
で
敵
将
丁
世
珍
を、
第
五
十
七
則
で
敵
将
呉
友
仁
を
倒
す
の
は『
国
朝
英
烈
伝
』
で
は
と
も
に
傅
友
徳
だ
が、
『
皇
明
英
烈
伝
』
で
は
と
も
に
郭
英
と
な
っ
て
い
る。
史
書
に
も
見
え
る
戦
役
全
体
に
お
け
る
功
績
の
評
価
と
は
逆
に、
実
際
の
戦
で
は
郭英が活躍する記述が目立っているとい
えるだろう。
第五十九則から第六十則に書かれる雲南討伐についても
『国
朝
英
烈
伝
』
と『
皇
明
英
烈
伝
』
は
基
本
的
に
は
同
じ
流
れ
で
物
語
が
進
行
す
る。
そ
の
特
徴
は
洪
武
十
四
年（
一
三
八
一
）
の
雲
南
の
戦
役
を
二
段
に
分
け、
そ
の
間
に
洪
武
二
十
一
年（
一
三
八
九
）
の
戦
役
で
の
戦
いを挟みこんでいるという構成にある。
史
実
で
は、
明
朝
は
雲
南
に
お
い
て、
昆
明
に
拠
し
た
元
の
残
存
勢
力
で
あ
る
梁
王
把
匝
剌
瓦
爾
密
を
討
伐
し
た
後
も、
様
々
な
民
族
の
叛
乱
に
常
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た。
洪
武
二
十
一
年
の
戦
役
は、
現
在
の
雲
南
省
瑞
麗
市
の
周
辺
の「
平
緬
」
か
ら
始
ま
っ
た
刀
斯
郎・
郎
斯
理
ら
が
率
い
た
叛
乱
の
鎮
圧
で
あ
り、
主
戦
場
は
現
在
の
雲
南
省
玉
渓
市
周
辺であった。そのため、
元の残存勢力討伐としての性格を持っ
た洪武十四年の戦いとは、全く性質も戦場も異なるといえる。
こ
の
二
つ
の
戦
役
を
一
つ
に
合
わ
せ
た
構
成
は『
皇
明
英
烈
伝
』
が
先行の作品から受け継いだものと考えられ、
結末に向けてたっ
た
一
則
し
か
な
い
中
に
雲
南
の
戦
役
を
つ
め
こ
み、
梁
王
を
倒
す
こ
と
に
よ
り
雲
南
平
定
を
果
し
た
形
に
し
て
全
体
を
収
め
て
い
る。
こ
の
一
則
で
は『
国
朝
英
烈
伝
』
と『
皇
明
英
烈
伝
』
の
差
が
比
較
的
大
き
く、
曲
靖
府
の
敵
将
と
し
て『
国
朝
』
に
登
場
す
る「
崔
世
」
は『
皇
明
』
に
は
登
場
せ
ず、
「
安
瓚
」・「
段
世
雄
」・「
犵狫
」
の
三
人
が
登
場
す
る。
こ
の
う
ち、
「
安
瓚
」
と「
犵狫
」
は
そ
れ
ぞ
れ
史
書
の
中
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が、
「
崔
世
」
と「
段
世
雄
」
は
お
そ
ら
く
架
空
の
人
物
で
あ
ろ
う。
考
え
る
に、
こ
の
二
人
は
と
も
に
大
理
に
拠
し
て
総
管
を
世
襲
し
て
い
た「
段
世
」
か
ら
作
ら
れ
た
架
空
の
人
物
と
疑
わ
れ
歴史小説『皇明英烈伝』における「太祖十二英」
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大
理
討
伐
は
梁
王
と
の
戦
い
の
後、
刀
斯
郎
ら
と
の
戦
い
の
前、
洪
武
十
五
年（
一
三
八
二
）
で
あ
る
た
め、
合
わ
せ
て
洪
武
十
四
年・
洪
武
十
五
年・
洪
武
二
十
一
年
の
沐
英
の
雲
南
で
の
三
度
に
渡
る
主
な
戦
役
が、
こ
の
短
い
一
則
に
詰
め
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り、
「
沐
英
三
戦克雲南」のタイトルにも符合する。『
国
朝
英
烈
伝
』
の
雲
南
討
伐
部
分
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
指
摘
で
き
る
部
分
が
あ
る。
巻
五
十
九「
劉
伯
溫
辭
爵
歸
山
　
西
平
侯
曲
靖
大
戰
」
に、以下のようにいう。
即
命
傅
友
德
掛
征
雲
南
大
元
帥、
沐
英
為
左
副
將、
郭
英
為
右
副將、藍玉為先鋒領兵三十萬、去征雲南。
作
品
全
体
の
中
で、
こ
の
一
か
所
に
の
み
藍
玉
の
名
が
見
え
る
の
で
あ
る。
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り、
藍
玉
は
洪
武
二
十
六
年（
一
三
九
三
）
に謀反のかどで族誅された。
藍
玉
は
功
績
が
あ
っ
た
が、
後
に
大
罪
に
問
わ
れ
た。
史
書
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
臣
下
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
の
は
当
然
で、
『
皇
明
通
紀
』
に
も
藍
玉
の
名
は
見
え、
雲
南
の
討
伐
に
も
参
加
し
た
記
録
が
あ
る。洪武十四年（
一三八一
）九月の条には以下のようにある。
九
月
朔、
命
潁
川
侯
傅
友
德
為
征
南
將
軍、
永
昌
侯
藍
玉、
西
平侯沐英為征南副將軍、率師三十萬討之。
し
か
し、
『
皇
明
英
烈
伝
』
は
い
っ
さ
い
藍
玉
の
名
を
出
さ
ず、
雲
南
討
伐
以
外
の
箇
所
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る。
開
国
功
臣
の
体
面
の
悪
い
事
実
は
必
ず
こ
れ
を
避
け
て
い
る
と
い
え
る。
『
国
朝
英
烈
伝
』・『
皇
明
英
烈
伝
』
は
と
も
に
内
容
を
洪
武
十
四
年
ま
で
を
書
く
体
裁
に
し
て
お
り、
こ
れ
は
洪
武
末
年
に
至
る
功
臣
へ
の
激
し
い
粛
清
を
避
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
し
か
し
そ
の
時
点
ま
で
で
も、
洪
武
九
年（
一
三
七
六
）
に
は、
廖
永
忠
が
死
を
賜
っ
て
お
り、
洪
武
十
三
年（
一
三
八
〇
）
に
は
宰
相
胡
惟
庸
が
大
逆
を
は
か
っ
た
と
し
て
処
刑
さ
れ
る「
胡
惟
庸
の獄」が起こっている。『皇明英烈伝』
第六十則
「沐英三戰国雲南
　
太祖一統平天下」
の末尾には詩 あり、功臣を讃えている。
（
略
）
遇春力破鄱陽兵
　
徐達久睏呉江幟
鄧愈雄姿又善文
　
湯和勇烈兼奇藝
驅胡誰及文忠強
　
靖廣那知永忠智
伯溫不亞子房才
　
善長能繼蕭何事
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頴侯平蜀建奇功
　
黔國征南成大利
（
略
）
伯
温
は
劉
基
の
字、
頴
侯
は
傅
友
德
を、
黔
國
は
沐
英
を
指
し、
挙
が
っ
て
い
る
功
臣
は
全
て「
太
祖
十
二
英
」
と
重
な
っ
て
い
る
も
の
の、
郭
英
と
馮
勝
の
み
名
が
見
え
な
い。
原
文
に
脱
落
が
あ
る
こ
と
も
疑
わ
れ
る
が、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
現
在
見
ら
れ
る
各
種
の
版
本
に
お
い
て
は
異同は無いと思われる。
対
し
て、
『
国
朝
英
烈
伝
』
巻
六
十「
沐
英
三
戰
克
雲
南
　
太
祖
一
統
平
天
下
」
の
末
尾
に
も
詩
が
あ
り、
功
臣
の
功
績
を
詠
む
こ
と
は
よ
く
似ている。
（
略
）
遇春血戰鄱陽湖
　
徐達久睏呉江地
劉基不亞子房才
　
善長可並蕭何力
文忠徵北建奇功
　
沐英平南成大利
（
略
）
こ
こ
で
は
六
人
し
か
功
臣
の
名
前
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
が、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
詩
が
基
づ
く
も
の
か、
そ
れ
と
来
源
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。
『
皇
明
英
烈
伝
』
が
小
説
全
体
に
お
い
て
は
非
常
に
短
く、
印
象
的
な
強
敵
と
の
戦
い
も
存
在
し
な
い
四
川
や
雲
南
の
討
伐
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
一
句
に
詠
む
こ
と
か
ら、
こ
の
詩
は
小
説
全
体
の
構
成
と
関
わ
る形で作られていると考えられる。『皇
明
英
烈
傳
』
の「
太
祖
十
二
英
」
の
成
員
は、
以
上
の
よ
う
に
小
説
全
体
の
物
語
の
配
置、
特
に
四
川
討
伐
と
雲
南
討
伐
に
関
わ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る。
で
は、
「
十
二
」
と
い
う
数
字
そ
の
も
の
に
は、どのような意味があるのであろうか。
洪
武
初
年
の
六
公
は
李
善
長・
徐
達・
常
茂・
李
文
忠・
馮
勝・
鄧
愈
で
あ
る。
洪
武
末
の
六
王
は、
開
平
王
常
遇
春・
岐
陽
王
李
文
忠・
寧
河
王
鄧
愈・
東
甌
王
湯
和・
黔
寧
王
沐
英
で
あ
っ
た。
明
朝
開
国
功
臣
に
は
そ
も
そ
も
六
と
い
う
数
字
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
多
い。
ま
た
太
廟
に
従
祀
さ
れ
た
の
は
十
二
人
の
功
臣
で
あ
り、
十
二
と
い
う
数
字
は
直接「太祖十二英」に合致する。
さ
ら
に
理
由
は『
皇
明
英
烈
伝
』
の
構
成
そ
の
も
の
に
も
求
め
ら
れ
よ
う。
『
皇
明
英
烈
伝
』
一
書
は
六
十
則
あ
り、
六
巻
構
成
を
取
り、
さ
ら
に
五
則
ご
と
に
則
目
が
ま
と
め
て
書
か
れ
る
こ
と
で、
十
二
の
部
分
に
分
割
さ
れ
て
い
る。
こ
の
設
計
は『
国
朝
英
烈
伝
』
と
共
通
し、
先
行
の
作
品
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が、
『
皇
明
英
烈
伝
』
は
さ
ら
に
意
識
的
に
こ
の
構
成
に
功
臣
の
数
を
合
わ
せ
て
名
づ
け
た
の
歴史小説『皇明英烈伝』における「太祖十二英」
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は
な
い
だ
ろ
う
か。
『
雲
合
奇
蹤
』
は
八
十
則
あ
り、
小
説
全
体
の
構
成
そ
の
も
の
を
共
有
し
な
い。
ま
た
清
代
以
降
の
長
編
の
語
り
物
藝
能
に
も
明
朝
の
統
一
後
を
演
ず
る
も
の
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず、
し
た
が
っ
て
それらには四川・雲南の討伐が述べられない
仼
。
十
二
部
か
ら
な
る
構
成、
史
書
で
あ
る『
皇
明
通
紀
』
の
異
本
に
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
よ
う
な「
首
録
」
の
体
裁、
四
川・
雲
南
討
伐
の
展
開
な
ど、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
各
要
素
と
結
び
つ
い
て
で
き
た「
太
祖
十
二
英
」
と
い
う
呼
称
は、
そ
の
結
び
つ
き
が
強
す
ぎ
た
た
め
に、
そ
の後用いられることがなかったのではないだろうか。
七、おわりに
『
皇
明
英
烈
伝
』
の「
太
祖
十
二
英
」
は、
主
に
三
つ
の
根
拠
を
求
め
ることができる。
第
一
は、
嘉
靖
年
間
ま
で
に
す
で
に
変
化
が
起
き
て
い
た
史
書
に
お
け
る
評
価
で
あ
る。
功
臣
伝
や
編
年
体
史
書
に
お
け
る
史
論
に
は、
辺
境
討
伐
を
行
っ
た
功
臣、
特
に
四
川・
雲
南
討
伐
に
功
績
の
あ
っ
た
傅
友
德・
廖
永
忠
に
対
す
る
再
評
価
の
傾
向
が
見
ら
れ
る。
ま
た、
洪
武
末
年
ま
で
に
爵
位
と
名
誉
を
奪
わ
れ
た
功
臣
が、
直
接
に
謀
反
の
首
謀
者
と
さ
れ
る
藍
玉
を
除
い
て、
高
い
評
価
を
取
り
戻
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る。
そ
の
中
で
は、
郭
勛『
三
家
世
典
』
の
よ
う
に、
積
極
的に評価を変えようとする試みもあった。
第
二
は、
嘉
靖
年
間
に
お
け
る、
功
臣
廟
と
太
廟
に
祀
ら
れ
た
功
臣
と、
武
成
王
廟
へ
の
従
祀
名
臣
な
ど、
洪
武
年
間
に
始
ま
り、
長
ら
く
安
定
し
て
い
た
礼
制
に
お
け
る
変
化
で
あ
る。
こ
れ
は
開
国
功
臣
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
王
朝
開
基
の
盛
時
を
意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り、
功
臣
の
子
孫
た
ち
に
つ
い
て
も
変
化
が
あ
っ
た。
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と、
影
響
の
あ
っ
た
功
臣
は
徐
達・
常
遇
春・
李
文
忠・
湯
和・
鄧
愈・
傅
友
德
ら
多
く
に
及
び、
特
に
劉
基
と
郭
英
の
順
位
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
着
目
で
き
る。
郭
英
に
つ
い
て
は、
い
う
ま
で
もなく郭勛が奏上した結果である。
第
三
は、
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
制
作
者
が
企
図
し
た
部
分
で
あ
る。
『
皇
明
通
紀
』
の
史
論
を
通
じ
て、
「
漢
の
三
傑
」
や
歴
代
の
名
臣
に
比
し
得
る
功
臣
を
揃
え
よ
う
と
し、
先
行
作
品
を
受
け
継
い
だ
四
川・
雲
南討伐を最後に持つ構成から、そこに関わる功臣である沐英
・
湯
和・
傅
友
德・
廖
永
忠・
郭
英
の
活
躍
を
増
し、
彼
ら
に
対
す
る
高
い
評
価
を
述
べ
る。
礼
制
か
ら
は
太
廟
の
従
祀
十
二
人
の
数
を
借
り、
五
則
ご
と
十
二
の
部
分
に
分
か
れ
る
小
説
自
体
の
構
成
と
も
合
致
さ
せ
たのだと考えられる。
郭
勛
が
実
際
に『
国
朝
英
烈
記
』
を
作
っ
て
嘉
靖
帝
に
献
上
し
た
か
ど
う
か
は
今
の
と
こ
ろ
検
証
で
き
な
い
が、
少
な
く
と
も『
国
朝
英
烈
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伝
』
と、
『
皇
明
英
烈
伝
』
に
お
い
て、
郭
英
の
活
躍
が
大
き
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い。
『
皇
明
英
烈
伝
』
は
郭
勛
が
獄
死
し
た
後
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
間
違
い
な
い
だ
け
に、
郭
英
に
関
す
る
記
述
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る。
し
か
し
結
果
と
し
て
は
そ
う
な
っ
て
は
お
ら
ず、
後
発
の『
雲
合
奇
蹤
』
で
も、
さ
ら
に
は
清
代
の
語
り
物
藝
能
に
お
い
て
も、
郭
英
は
白
い
武
装
を
ま
と
っ
た
青
年
武
将
と
し
て
活
躍
し
続
け
る。『
皇
明
英
烈
伝
』
は
け
っ
し
て
文
学
的
な
評
価
は
高
く
な
い。
し
か
し
制
作
さ
れ
た
時
代
と
状
況
を
考
え
る
と
き、
そ
れ
は
独
特
の
価
値
を
持
つ。
開
国
功
臣
の
評
価
を
改
め
た
歴
史
書
の
影
響
を
受
け、
国
家
の
祭
祀
礼
制
の
変
化
に
関
わ
り、
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
求
め
た
一
人
の
開
国
功
臣
の
子
孫
の
行
動
の
結
果
が、
物
語
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
と見て初めて、
制作された当時の、
危険をはらんだ魅力を持っ
た作品としての姿が立ち上がってくるのである。
本
稿
は
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
二
十
六
日
に
か
け
て
復
旦
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議「
明
代
文
学
会
　
第
九
届
年
会
暨二〇一三
年
明
代
文
学
国
際
学
術
検
討
会
」
に
於
け
る
発
表「
『
皇
明
英
烈
伝
与
明
初
功
臣
〝
太
祖
十
二
英
〟
―
従
国
家
祭
祀
到
通
俗
文
学
』」
を
基
礎
と
し
て
新
た
に
書
き
下ろしたものである。
注（
1）
野
口
鉄
郎「
初
期
朱
元
璋
集
団
の
性
格
」『
横
浜
国
立
大
学
人
文
紀
要
』
第一類
　
哲学・社会科学、第一八輯、一九七二。
（
2）
福
本
雅
一「
朱
元
璋
と
文
人
た
ち
」『
中
国
文
学
研
究
　
中
』
藝
文
書
院、二〇〇七。
（
3）『
皇
明
英
烈
伝
』
は『
古
本
小
説
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
九
一
）
に
所
収
の
日
本
日
光
輪
王
寺
藏『
新
刻
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』（
本
文
で
は
三
台
館
本
と
称
す
る
）
を
底
本
と
し、
台
湾
故
宮
博
物
院
藏『
玉
茗
堂
批
点
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』
も
参
照
し
た。
　　
〔
訳
〕
兵
を
起
こ
し
て
こ
の
か
た、
陳
友
諒
を
倒
し、
張
士
誠
を
捕
え、
中
原
を
平
定
し
た
功
績
は、
す
べ
て
徐
達・
常
遇
春
の
二
将
の
も
の
で
あ
る。
方
谷
珍
を
破
り、
陳
友
定
を
倒
し
た
功
績
は、
す
べ
て
湯
和・
廖
永
忠
の
も
の
で
あ
る。
辺
境
討
伐
と
守
備
を
果
し
た
将
と
い
え
ば、
鄧
愈
に
勝
る
も
の
は
な
く、
四
川
を
平
定
し
た
功
績
は、
傅
友
德
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い。
蒙
古
を
追
撃
し
た
功
績
は、
馮
勝・
李
文
忠
が
第
一
で
あ
る。
雲
南
を
平
定
し
た
功
績
は、
沐
英
が
第
一
で
あ
る。
糧
食
を
運
び、
兵
士
を
飢
え
さ
せ
ず、
仁
政
と
禮
樂
を
進
め
た
第
一
人
者
は
李
善
長
で
あ
る。
天
文
と
地
理
を
知
悉
し、
戦
役
の
勝
敗、
天
下
の
興
亡
を
見
定
め、
国
の
大
勢
を
定
め
た
も
の
は、
劉
基
に
お
い
て
他
は
な
い。
激
し
い
戦
に
お
い
て、
勇
を
奮
っ
て
先
鋒
を
務
め
て
城
や
と
り
で
を
攻
め、
将
を
斬
り
旗
を
奪
っ
た
者
は、
郭
英
が
第
一
で
あ
る。
漢
の
高
祖
劉
邦
は、
三
傑
を
も
っ
歴史小説『皇明英烈伝』における「太祖十二英」
（川）
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て
天
下
を
得
た
と
い
う
が、
朕
に
は
十
二
人
が
お
り、
こ
れ
こ
そ
十
二
英
である。けっして三傑の下風に立つものではないぞ。
（
4）
川
浩
二「
『
通
俗
皇
明
英
烈
伝
』
の「
通
俗
」
―
歴
史
小
説『
英
烈
伝
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
か
ら
―」
、『
中
国
文
学
研
究
』
第
三
十
一
期、
二
〇〇五。
（
5）『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
三
巻「
群
書
摘
抄
」。
冒
頭
に「
群
書
摘
抄
　
丙子冬
　
舜庵本居宣長識」とある。
（
6）
川
浩
二「
明
後
期
に
お
け
る
開
国
功
臣
の
物
語
の
流
伝
―
花
雲
と
孫
氏
を
例
と
し
て
―」
『
中
国
文
学
研
究
』
第
三
十
八
期、
二
〇
一
二
に
お
い
て論じた。
（
7）
川
浩
二「
天
一
閣
博
物
館
蔵『
国
朝
英
烈
伝
』
と
歴
史
小
説『
皇
明
英
烈
伝
』」『
日
本
中
国
学
会
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
』、
二
〇
一
二
に
お
いて論じた。
（
8）『皇明通紀』
、銭茂偉点校、中華書局、二〇〇八。
（
9）前注（
7）の拙論にこれについて論じた部分がある。
（
10）
孫
衛
国「
王
世
貞《
史
乘
考
誤
》
對《
明
實
錄
》
之
辨
證
及
其
影
響
」
成
大
歴
史
學
報
第
二
十
九
號、
二
〇
〇
五
に
論
証
の
過
程
と
影
響
が
論
じ
られている。
　　
〔
訓
読
〕
太
倉
王
世
貞
獨
り
其
の
誤
り
を
考
ず、
以
謂
へ
ら
く、
國
初
の
六
王
を
封
ず
る
は、
韓（
李
善
長
）、
魏（
徐
達
）、
鄭（
常
茂
）、
曹
（
李
文
忠
）、
宋（
馮
勝
）、
衛（
鄧
愈
）
な
り。
立
廟
の
時、
韓、
宋
猶
ほ
未
だ
封
を
受
け
ざ
る
に、
何
を
以
て
か
前
に
其
の
令
終
せ
ず
し
て
之
を
絀し
り
ぞけ
ら
る
る
を
知
ら
ん。
黔
寧（
沐
英
）
是
の
時、
官
は
指
揮
に
過
ぎ
ず、
何
を
以
て
か
其
の
必
ず
大
勛
を
樹
て
て
之
に
驟
登
す
る
を
知
ら
ん。
此れ事を記す者の誤りならん。
（
11）　
小
島
毅「
嘉
靖
の
禮
制
改
革
に
つ
い
て
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一一七、一九九二。
（
12）
趙
克
生『
明
朝
嘉
靖
時
期
国
家
祭
礼
改
制
』
第
五
章
第
五
節「
太
廟
功
臣配享」社会科学文献出版社、二〇〇六。
（
13）
川
浩
二「
「
明
太
祖
遊
武
廟
」
物
語
の
成
立
と
展
開
―
武
成
王
廟
か
ら
歴
代帝王廟へ―
『中国都市芸能研究』第八輯、二〇〇九。
（
14）
張
士
誠
を
捕
え
る
武
将
は『
皇
明
英
烈
伝
』
で
は
沐
英
だ
が
、『
国
朝
英
烈
伝
』
で
は
郭
英
と
さ
れ
て
い
る。
武
装
の
表
現
な
ど
か
ら
見
て、
『
皇
明
英
烈
伝
』
は
先
行
の
作
品
が
郭
英
と
す
る
と
こ
ろ
を
書
き
改
め
て
い
る
と考えられる。前注七の拙論において論じた
（
15）
浙
江
の
地
方
劇
で
あ
る
西
安
高
腔『
太
平
春
』
は
劉
基・
常
遇
春・
架
空
の
人
物
で
あ
る
張
塢
を
中
心
に、
一
作
で
明
朝
の
統
一
ま
で
を
演
ず
る。これにも「太祖十二英」の呼称は登場しない。
＊
　　
＊
作
　
者
‥川
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史
小
說《
皇
明
英
烈
傳
》
中
所
見
″太
祖
十
二
英
〟―
明
後
期
對開國功臣之評價變遷與其流露―
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要
‥歷
史
小
說《
皇
明
英
烈
傳
》
敘
明
朝
開
國
故
事，
創
作
于
明
代
嘉
靖
末
年
至
萬
曆
初
年。
其
首
錄
與
第
六
十
則
文
中，
評
選
功
臣
十
二
人，
稱
為
″
太
祖
十
二
英
〟。《
皇
明
英
烈
傳
》
以
″
舊
本〟
、
史書《皇明通紀》等為腳本創作而成，
但《皇明通紀》
中
不
見
″
太
祖
十
二
英
〟，
其
他
史
書、
明
朝
開
國
故
事
通
俗
文
學
中
也
不
見
其
文
字。
本
文
考
察
″
太
祖
十
二
英
〟
的
由
來，
得
到
以
下
結
論
：
″
太
祖
十
二
英
〟
主
要
根
據
以
下
三
方
面。
一，
嘉
靖
以
前
已
有
許
多
明
代
野
史，
其
中
參
加
討
伐
四
川、
雲
南
戰
役
的
功
臣
受
高
評
價。
二，
嘉
靖
時
國
家
禮
制
改
動
極
大，
其
影
響
到
對
開
國
功
臣
的
評
價，
″
太
祖
十
二
英
〟
成
員
禮
制
中
地
位
也
都有變化。三，
《皇明英烈傳》小說本身構成分為十二部分，
而
創
作
者
企
圖
選
擇
象
徵
小
說
本
身
的
功
臣。
嘉
靖
帝
寵
臣
郭
勛
在
前
二
方
面
都
有
積
極
活
動，
而
且
其
祖
先
郭
英
係
″
太
祖
十
二
英
〟
之
一，
作
中
從
頭
到
尾
有
赫
赫
功
績。
郭
勛
直
接
跟《
皇
明
英
烈
傳
》
與
″
舊
本
〟
有
關
否，
目
前
不
能
下
結
論，
但
可
以
說
《皇明
英烈傳》中各處都流露著嘉靖間開國功臣評價變遷。
関
 鍵詞
‥英烈傳
　
朱元璋
　
國家祭祀
　
野史
　
歷史小說
